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第
八
回
静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
が
十
二
月
一
日（
土
）、

静
岡
市
内
を
舞
台
に
県
内
四
十
二

市
町
の
代
表
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
す
。　

　

県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
、
草
薙
陸

上
競
技
場
を
ゴ
ー
ル
と
し
、
今
回

か
ら
小
学
生
女
子
を
加
え
た
十
一

区
間
四
十
二
・
一
九
五
�
の
コ
ー

ス
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

大
会
に
参
加
す
る
松
崎
町
チ
ー

ム
の
登
録
選
手
二
十
人
が
こ
の
ほ

ど
決
定
し
、
七
月
か
ら
毎
週
行
っ

て
い
る
合
同
練
習
に
も
熱
が
入
っ

て
い
ま
す
。

　

練
習
、
本
番
と
も
皆
さ
ん
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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回収結果
調査票数 １，０００票

回収票数 ６５５票

有効回収票数 ６５３票

有効回収率 ６５．３％

���������	
��������������������

１．７

とても暮らし
やすいと思う

まあ、暮らし
やすいと思う

あまり暮らし
やすいとは思
わない　　　

全く暮らしや
すいとは思わ
ない　　　　

無回答

５０．７ ５．７３５．５６．４

（％）

��������	
�������������

とても不安 多少不安
あまり不安
ではない　

全く不安
ではない

無回答

５１．０ ４１．８ ６．０

（％）

０．９０．３

���������	
��������������������

とても
そう思う

まあ
そう思う

あまりそう
思わない

全くそう
思わない

無回答

２７．９ ４９．６

（％）

０．６２．５

１９．４

����������	
���������������������
（％）

����������	
���������������������

���������	
�������������������������

（％）

情報提供や緊急時の体制強化

災害を未然に防ぐ防災基金の整備

水道電気等ライフラインの整備

自主防災組織等活発な住民活動

関係機関との連携の強化

町民への防災・防犯意識の啓発

無回答

０ １０ ２０ ３０ ４０ ６０

５８．３

２６．３

１５．９

１３．３

１３．２

２．８

２．９

５０

４７．９

その他

��������	
��������������
���������	
����
����

合併に賛成 合併に反対 わからない 無回答

４８．１ １５．５

（％）

３．４

３３．１

（％）

救急・休日・夜間医療の充実

高度医療と町内医療機関の連携強化

医療従事者の確保

在宅医療の充実

「かかりつけ医」の役割促進

その他

無回答

０ １０ ２０ ３０ ４０ ６０ ７０

６２．０

５０．７

２８．６

２６．５

９．２

４．７

１．１

５０

地域でお互いに支え合う仕組み

出産・子育てへの経済支援

保育所（園）の充実

子育て家庭や世代間交流の促進

子供の居場所の確保

相談体制の強化

その他

無回答

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

５６．５

４０．１

３６．８

３２．６

３０．６

２７．７

４．９

４．６
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県
内
全
四
十
二
市
町
で
設
立
し

た
『
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
』
が
運
営
主
体
と
な
り
、

保
険
料
を
決
め
た
り
、
医
療
の
給

付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
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老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
中
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担

を
明
確
化
し
、
公
平
で
分
か
り
や

す
い
制
度
と
す
る
た
め
に
、
七
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

そ
の
心
身
の
特
性
や
生
活
実
態
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
高
齢
者

医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
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現
在
、
老
人
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
と
、
来
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
七
十
五
歳
に
な
る
方

（
生
活
保
護
対
象
者
等
を
除
く
）

は
、
来
年
四
月
一
日
か
ら
新
し
い

制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
来
年

四
月
一
日
以
降
七
十
五
歳
に
な
る

方
は
、
そ
の
誕
生
日
か
ら
対
象
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
六
十
五
歳
以

上
の
一
定
以
上
の
障
害
を
お
持
ち

の
方
は
、
申
請
に
よ
り
新
し
い
制

度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
一
定
の
障
害
が
あ

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

現
在
の
老
人
医
療
受
給
者
証
は
、

国
保
や
社
会
保
険
な
ど
の
保
険
証

と
一
緒
に
二
種
類
を
病
院
等
の
窓

口
に
提
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
来

年
四
月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て

が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
一
本

化
さ
れ
、
一
枚
の
保
険
証
で
済
み

ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
来
年

三
月
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

所
得
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
る
所

得
割
と
全
員
同
額
と
な
る
均
等
割

の
合
算
額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

所
得
に
応
じ
て
、
均
等
割
が
七

割
・
五
割
・
二
割
軽
減
さ
れ
る
措

置
等
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
来
年
の
一
月
号
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
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医
療
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
後

期
高
齢
者
医
療
対
象
者
の
皆
さ
ん

が
病
院
等
で
支
払
う
窓
口
負
担

（
一
割
ま
た
は
三
割
）
を
除
い
た

分
を
、
公
費
（
国
・
県
・
町
）
で

五
割
、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援

（
国
保
・
社
会
保
険
な
ど
）
で
四

割
を
負
担
し
、
残
り
の
一
割
を
高

齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
保
険
料
と
し

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
と
変
わ

�
�
�
�
�
�
�
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一
カ
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
の

支
払
い
が
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
超
え
た
金
額
が
高

額
医
療
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
医
師
が
認
め
た
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
針
灸
、
柔
道
整
復
師
の
施
術

を
受
け
た
場
合
、
ま
た
、
医
師
の

診
断
に
よ
り
補
装
具
を
購
入
し
た

場
合
な
ど
、
現
在
の
老
人
保
健
制

度
と
同
様
の
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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徴
収
は
、
町
が
担
当
し
ま
す
。

年
金
が
年
額
十
八
万
円
以
上
の
方

は
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
と
な
り
、
来
年
四
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
年
額
十
八
万

�
�
�
�
�
�
�

町
は
各
種
届
出
な
ど
の
窓
口
業
務

や
保
険
料
の
徴
収
業
務
を
行
い
ま

す
。

り
現
在
老
人
保
健
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
で
七
十
五
歳
未
満
の
方

に
つ
い
て
は
、
こ
の
制
度
の
適
用

を
受
け
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

り
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
一
割
、

現
役
並
み
所
得
者
は
三
割
と
な
り

ま
す
。

円
未
満
の
方
、
介
護
保
険
料
と
合

わ
せ
た
保
険
料
が
年
金
額
の
二
分

の
一
を
超
え
る
方
は
、
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６
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平
成
十
八
年
度
普
通
会
計
決
算

に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
は
左
図

に
示
す
と
お
り
で
、
歳
出
総
額
三

十
三
億
七
千
五
百
二
十
六
万
円
の

う
ち　

・
１
％
に
あ
た
る
八
億
四

２５

千
八
百
七
十
万
円
が
人
件
費
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
件
費
は
町
職
員
に
支
払

わ
れ
る
給
与
の
ほ
か
、
町
二
役
や

町
議
会
議
員
、
各
種
委
員
な
ど
の

特
別
職
に
支
払
わ
れ
る
給
与
、
報

酬
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

計
６級５級４級３級２級１級区　分

課　長
課　長
補　佐

係　長
主　任
主　査

主　任
主　事

主　事
主事補

標準的な職名

５６人８人７人１１人１１人１２人７人平成１９年度

６０人９人１０人１０人１１人１５人５人平成１８年度

（各年度とも４月１日現在）

年間支給額期　末　手　当月　　額区　　分

１０，４４０，７２０円
給料月額

×１．１５（役職加算）

×４．４０月分

６１２，０００円町　長
給　
　
　

与

　８，４４４，７００円４９５，０００円副町長

　７，４５５，２２０円４３７，０００円教育長

　３，４３０，７７５円
　（４，２９６，３３７円）報酬月額

×１．１５（役職加算）

×３．２５月分

２１８，０００円
（２７３，０００円）

議　長
報　
　
　

酬

　２，６１２，４２５円
　（３，２７３，４００円）

１６６，０００円
（２０８，０００円）

副議長

　２，３６０，６２５円
　（２，９４２，９１２円）

１５０，０００円
（１８７，０００円）

議　員

（平成１９年４月１日現在）
議員報酬の下段の金額は平成１９年５月１日現在（議員報酬は本年４月改選
時まで減額の条例がありましたが期限がきたため減額条例が失効し元の額
に戻りました。）

１人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）

給　与　費職員数

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給料（Ａ）

５６９万円５億３，４５２万円１億４，５４７万円３，１８１万円３億５，７２４万円９４人

※特別職、退職手当は含んでいません。

技能労務職一般行政職

平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

４８．６歳２６７，７０１円４３．６歳３４１，６１１円

（平成１９年４月１日現在）

�������������

�����
�������������	

５，１４６万円報酬等
６．０％

４億１，９１３万円
給料

４９．４％

２億１，１１９万円
共済費
２４．９％

１億６，６９２万円
職員手当等
１９．７％

���������������	


�������������

���������������	
��������

��������������������

計１２月６月区　分

３．００月分　１．６０月分　１．４０月分期　末

１．４５月分０．７２５月分０．７２５月分勤　勉

（平成１９年４月１日現在）
役職により課長職１５％、課長補佐・係長相当職１０％、
主任主査相当職５％が月額に加算されます。

�������������

金　　　額区　　　分

１７０，２００円大　学　卒一　

般

行

政

職 １４２，８００円高　校　卒

１８２，２００円大　学　卒採
用
後
二

年
経
過
後

の
給
料
額 １５２，５００円高　校　卒

（平成１９年４月１日現在）

���������
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十
月
六
日
（
土
）、
七
日
（
日
）

の
両
日
、
石
部
の
棚
田
「
赤
根
田

村
百
笑
の
里
」
で
収
穫
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
延
べ
約
四
百
人
の

オ
ー
ナ
ー
が
集
ま
り
、
秋
晴
れ
の

中
、
稲
刈
り
や
ハ
ザ
掛
け
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
二
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
る
「
第
二
回
案
山
子
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、
も
ん
ぺ
姿

や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

四
十
四
体
の
案
山
子
が
展
示
さ
れ
、

賑
や
か
な
収
穫
祭
と
な
り
ま
し
た
。
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九
月
十
日
に
開
幕
し
た
第
四
十

一
回
松
崎
町
地
区
対
抗
野
球
大
会

は
、
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
町
営

グ
ラ
ン
ド
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
七
日
の
決
勝
戦
は
、

昨
年
準
優
勝
の
桜
田
チ
ー
ム
と
初

め
て
の
決
勝
進
出
と
な
る
東
・
南

区
チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
り
、
三
対

一
で
東
区
・
南
区
チ
ー
ム
が
見
事

勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。優　

勝　

東
区
・
南
区

準
優
勝　

桜　

田

三　

位　

中
区
・
江
奈
四
区
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平
成
十
八
年
十
月
の
台
風
に

よ
る
影
響
は
、
幸
い
な
こ
と
に

山
中
の
地
崩
れ
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
が
、
所
に
よ
っ
て
は
人
家

を
巻
き
込
む
惨
事
に
な
り
か
ね

な
い
。
そ
の
危
険
地
区
を
整
備

し
よ
う
と
、
牛
原
山
の
山
裾
を

宮
内
区
か
ら
金
沢
区
の
範
囲
で

地
崩
れ
防
止
の
た
め
の
工
事
が
、

浄
泉
寺
東
側
の
宝
泉
か
ら
宮
内

方
面
に
か
け
て
立
木
の
伐
採
か

ら
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
辺
は
、
東
区
、
宮
内

区
の
那
賀
川
沿
い
に
暮
ら
す

皆
さ
ん
の
避
難
地
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
で
、
工
事
を
進

め
て
い
く
な
か
で
、
平
坦
部

が
で
き
る
箇
所
に
避
難
場
所

の
造
成
を
要
望
し
、
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
工
事
箇
所
に

は
、
相
生
堂
跡
地
、
そ
の
昔

の
宝
延
山
？
、
子
供
の
頃
、

牛
原
山
の
宮
内
登
り
口
に
こ

の
お
寺
が
あ
っ
た
が
、
今
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
大
き
な

高
い
石
垣
が
あ
っ
て
山
寺
の
趣

き
が
あ
り
良
い
所
だ
っ
た
な
と

思
い
出
す
。こ
の
よ
う
な
所
を
、

自
然
を
残
し
な
が
ら
林
間
公
園

に
開
発
し
て
い
き
た
い
。
こ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
避
難
場
所

と
公
園
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
て

避
難
し
や
す
い
も
の
に
し
た
い

と
考
え
た
次
第
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

　

十
月
五
日
（
金
）
の
午
後
十
時

か
ら
翌
日
の
早
朝
に
か
け
て
、「
新

世
紀
松
崎
三
聖
塾
」
の
夜
間
ハ
イ

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
五
年
生
の
塾
生
二
十
人

が
参
加
し
、
松
崎
小
学
校
か
ら
江

奈
門
野
線
を
通
り
、花
の
三
聖
苑
、

岩
科
学
校
を
回
り
ま
し
た
。「
夜

通
し
歩
く
こ
と
」「
二
十
三
キ
ロ

と
い
う
距
離
」
に
挑
戦
し
、
全
員

が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
歩
き

通
し
、大
き
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
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十
月
十
四
日
（
日
）、
雲
見
観

光
協
会
主
催
に
よ
る
海
賊
料
理
ま

つ
り
が
雲
見
海
岸
で
行
わ
れ
、
大

勢
の
行
楽
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
戦
国
時
代
、

雲
見
地
区
が
北
条
氏
に
船
や
鯨
を

献
上
し
た
と
い
う
故
事
に
ち
な
み

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
鯨
に
見

立
て
た
百
�
も
あ
る
カ
ジ
キ
マ
グ

ロ
で
献
上
儀
式
が
行
わ
れ
る
と
、

早
速
、
豪
快
に
解
体
さ
れ
、
お
刺

身
と
し
て
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
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健
康
や
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
お
う
と
、
十
月
二
十
一

日
（
日
）、
松
崎
小
学
校
で
ふ
れ

あ
い
広
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
恒
例
の
バ
ザ
ー
や

車
椅
子
や
ア
イ
マ
ス
ク
を
体
験
す

る
コ
ー
ナ
ー
、
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク

や
栄
養
指
導
を
行
う
健
康
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
体
操

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

�������

総人口　８，２９３人（－１４）
　男　　３，９４１人（－５）
　女　　４，３５２人（－９）
世帯数　３，１６３戸（±０）
転　入　９人　転　出　１６人
出　生　４人　死　亡　１１人

（平成１９年９月３０日現在）
　　　　　（　）内は前月比
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と
か
ち
帯
広
空
港
は
、
羽
田
空

港
か
ら
約
一
時
間
三
十
分
の
距
離

の
帯
広
市
の
玄
関
口
で
す
。
空
港

に
あ
る
こ
の
模
型
は
、
昨
年
十
二

月
に
ば
ん
え
い
競
馬
の
存
続
問
題

を
伝
え
る
報
道
番
組
の
中
で
馬
と

し
て
、
世
界
一
大
き
い
ば
ん
馬
の

大
き
さ
を
伝
え
る
た
め
製
作
使
用

���������	
����������������	�
�������������������

人身事故　１９件　（　－１１）

物損事故　８９件　（　－１）

死　　者　０人　（　±０）

傷　　者　２４人　（　－１９）
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（平成１９年９月３０日現在）

　　（　）内は前年対比
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保護者性別名　前地　区

松 原 茂 夫女 希  実 
ノゾ ミ

南　区

山 本 尚 敬女 陽  鞠 
ヒ マリ

伏　倉

松 本 祐 之男 寛  太 
カン タ

中　区

森　 崇 彦男 大  河 
タイ ガ

櫻　田

��������	�����

さ
れ
た
も
の

で
、
同
番
組

よ
り
寄
贈
を

受
け
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

模
型
の
サ

イ
ズ
は
実
寸

大
、
世
界
一

力
が
強
く
大

き
い
馬
が
、

帯
広
で
の
お

出
迎
え
で

す
。

　

ま
た
、
今

年
四
月
か
ら

は
、
全
国
初

の
試
み
と
し

て
、
ば
ん
馬

届出人年齢氏　名地　区

�木豊文８９　 池　 枝江奈２

　佐三６９山 地 頴 子道　部

伸　之７６中 村 貞 夫中　村

浩　一７４木 村 竹 夫江奈３

和　子７４夏 目 幸 男那　賀

篤９５田口三千世八木山

靖　夫１０２金 指 み ゑ宮　内

浩７２大 石 竹 文峰　輪

國　彦８１関　 重 雄雲　見

　久男９７�　熊太郎雲　見

光８７平川すみ江大　澤
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毎
年
、
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
に
な
る
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
始
ま
り
ま
す
。

　

高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て

も
自
覚
症
状
が
出
に
く
く
、
気
づ
か
な
い
う

ち
に
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

持
病
が
あ
っ
た
り
免
疫
力
や
抵
抗
力
が
弱
い

方
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
肺
炎

や
脳
症
な
ど
の
命
に
か
か
わ
る
合
併
症
を
引

き
起
こ
し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
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㈰
感
染
経
路
を
絶
つ

人
混
み
を
避
け
る
・
適
度
な
湿
度
・
外
出

時
の
マ
ス
ク
・
う
が
い
手
洗
い

㈪
抵
抗
力
を
つ
け
る

　

睡
眠
・
バ
ラ
ン
ス
食
・
適
度
な
運
動

㈫
免
疫
を
つ
け
る

　

予
防
接
種

　

町
で
は
定
期
接
種
対
象
者
に
お
知
ら
せ
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
予
約
し
て

問
診
票
に
記
入
の
う
え
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
受
け

た
場
合
は
領
収
書
を
ご
持
参
の
上
、
健
康
福

祉
課
で
償
還
払
い
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

の
リ
ッ
キ
ー
号
が
帯
広
市
の
嘱
託

職
員
と
な
り
、特
別
住
民
票
と
ネ
ー

ム
入
り
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
け
て
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
ば
ん
え
い
競
馬
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

松
崎
町
の
皆
さ
ん
が
帯
広
に
来

た
と
き
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
巨
大
な

馬
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。


